
第３部会【産業・環境部門】 会議概要録 

【開催概要】 

 ○ 名 称：平成２５年度 第１０回 東区自治協議会 第３部会 

 ○ 日 時：平成２６年２月２０日（木）午前１０時～１１時３０分 

 ○ 場 所：新潟駅周辺整備事務所（プラーカ２ ７F） 

 ○ 出席者：早福委員、田村委員、古泉委員、西方委員、渡辺委員、音田委員、 

清水委員、金子委員 

      （事務局）地域課 

【審議内容】 

 １ 新潟駅周辺整備事業について 

    第３部会が、今年度重点的に取り組んでいる公共交通のなかで、新潟駅周辺整備事業の概要

等を勉強するため新潟駅周辺整備事務所に伺いました。 

新潟駅周辺整備事務所の職員から、鉄道の在来線を高架にする連続立体交差事業のほか、鉄

道を横断して新しく整備する幹線道路整備事業や駅前広場整備事業など新潟駅周辺整備事業の

計画内容、進捗状況、今後の予定などの概要について説明してもらいました。（別紙資料参照） 

東区内では、今年度、JRの上沼垂信号場の線路の切り換え工事を数回行いました。 

    委員からは鉄道高架化の事業区間や事業費についての質問や、事業に関連して新幹線と空港

の接続が必要、などの意見が出ました。 

    東区は区バス（河渡ルート）が新潟駅南口を起終点としており、また、新潟駅周辺整備事業

の完成によって、路線バスが新潟駅の下を通過し南北でつながるようになるということから、

公共交通を考える上で今後も事業の動向を注視していきたいと思います。 

 2 区バス社会実験事業（平成25年度自治協議会提案事業）について （別紙１） 

   10 月から１月までの運行実績は別紙１のとおりです。１日あたりの利用者数は、平成 24

年度下半期と比較して約 1.5 倍、平成 25 年度上半期と比較すると、約 1.4 倍増えているこ

とがわかりました。 

３ 次回の開催について 

   日時 平成２６年３月１３日（木） 午前10時～ 

   会場 新潟国道事務所 

   内容 万代島ルート線の進捗状況と今後の予定 



東区自治協議会提案事業 東区バス（松崎ルート）社会実験 

《 平成 25年 10月～平成26年 1月 80日間 》 

１ 運行便数・利用者数・収支率 

運行便数 
（１日あたり） 

利用者数 
（１日あたり） 

収支率 

社会実験便 ５便 45人 33.1％ 

本運行便 ６便 94人 48.4％ 

合 計 １１便 139人 41.7％ 

２ 比較（平成24年度下半期、平成25年度上半期との比較） 

 １）利用者数（１日あたり） 

利用者数 増減 増減率 比較対象 

10月～1月 139人 

48人増 153% 平成 24年度下半期 91人 

42人増 144% 平成 25年度上半期 97人 

 ２）収支率 

収支率 増減 増減率 比較対象 

10月～1月 41.7% 

-5.8% 87.8% 平成24年度下半期 47.5% 

-8.8% 82.6% 平成25年度上半期 50.5% 

※社会実験便と本運行便をあわせた合計を比較する 

別紙１ 


















